
高取の古道と道しるべ (1)

『町家のギャラリー輝』のご案内

オリジナルドールハウス＆クレイフラワー作品展

「夢創空間」MEGUMI KOTOHARA＆仲間たち

10/1(土)～10/28(金) 午前 10 時～午後 4 時 （水曜休み）

高取町内の近世に

おける主街道は、南

北道では中街道と峠

越えの吉野道、東西

道では御所街道と土

佐街道であった。南

北道は吉野遊山・山

上参り・熊野詣・高

野詣・壺阪参りに、

東西道は岡寺や壺阪

寺への参詣道として

利用された。

これらの街道には

今でも石の道しるべ

(道標)や町石が残っ

ており、当時の賑わ

いを垣間見る事が出

来ます。

皆さんも一度歩い

てみませんか？

■中街道 大和を南北に結ぶ幹線であった。(下つ道や紀路・高野街道とも言われた。)

(奈良～田原本～八木～下平田)～佐田～森～薩摩～市尾～丹生谷～(戸毛～重坂峠～五條)

森：はせ・いせ、田井庄：かうやみち・はせ道(地蔵)、[市尾：船倉村道路元標]、

丹生谷：かうや道・つぼ坂なら・はせいせ道

■芦原越吉野道 国中から吉野へ抜ける街道(細・竜在・芋・壺阪・芦原・車坂・重坂)の１本

(真弓)～観覚寺～下土佐～上土佐～下子島～清水谷～芦原峠～(桧垣本～下市)

[下土佐：高取町道路元標]、上土佐：津ぼさか・よし野道(明治八年)、

清水谷：壺阪山十四丁(大正八年) (次号につづく) K.N

(街道名／地名：石に彫られた文字)

ふるさと

再発見！


